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1. 平成27年3月期の連結業績（平成26年4月1日～平成27年3月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

 

(3) 連結キャッシュ・フローの状況 

  

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年3月期 4,308,754 5.2 355,111 △6.0 397,431 △5.3 293,099 2.0
26年3月期 4,095,925 14.4 377,696 44.0 419,571 41.7 287,388 58.2

（注）包括利益 27年3月期 615,611百万円 （32.4％） 26年3月期 464,855百万円 （20.7％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり

当期純利益
自己資本当期純利益

率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

27年3月期 367.54 367.45 10.0 8.4 8.2
26年3月期 360.85 360.60 11.5 10.0 9.2

（参考） 持分法投資損益 27年3月期 4,726百万円 26年3月期 6,296百万円

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

27年3月期 5,032,742 3,341,439 63.5 4,006.62
26年3月期 4,442,507 2,823,346 60.6 3,376.06

（参考） 自己資本 27年3月期 3,196,066百万円 26年3月期 2,691,491百万円

営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

27年3月期 374,181 △112,618 △125,606 792,414
26年3月期 462,799 △390,318 △154,976 641,694

2. 配当の状況 

 

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

26年3月期 ― 47.00 ― 58.00 105.00 83,674 29.1 3.4
27年3月期 ― 47.00 ― 63.00 110.00 87,741 29.9 3.0
28年3月期(予想) ― 60.00 ― 60.00 120.00 34.8

3. 平成28年 3月期の連結業績予想（平成27年 4月 1日～平成28年 3月31日）  
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

（注）当社は平成27年３月期の有価証券報告書における連結財務諸表から、国際会計基準（ＩＦＲＳ）を任意適用することとしています。 
このため、平成28年３月期の連結業績予想はＩＦＲＳに基づき作成しており、日本会計基準に基づく連結業績予想は作成していません。 

売上収益 営業利益 税引前利益
親会社の所有者に帰属

する当期利益
基本的1株当た

り当期利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 2,160,000 ― 160,000 ― 175,000 ― 118,000 ― 147.93
通期 4,470,000 ― 380,000 ― 407,000 ― 275,000 ― 344.74



※ 注記事項 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

（注）１株当たり当期純利益（連結）の算定の基礎となる株式数については、添付資料Ｐ．26「４．連結財務諸表（５）連結財務諸表に関する注記事項（１株当
たり情報）」をご覧ください。 

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更  ： 無
② ①以外の会計方針の変更  ： 無
③ 会計上の見積りの変更  ： 無
④ 修正再表示  ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年3月期 884,068,713 株 26年3月期 884,068,713 株
② 期末自己株式数 27年3月期 86,371,777 株 26年3月期 86,840,480 株
③ 期中平均株式数 27年3月期 797,458,729 株 26年3月期 796,426,568 株

（参考）個別業績の概要 

平成27年3月期の個別業績（平成26年4月1日～平成27年3月31日） 

 

(2) 個別財政状態 

  

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年3月期 2,437,182 △2.2 169,495 △24.1 239,411 △20.0 198,250 △9.8
26年3月期 2,490,756 9.4 223,309 80.6 299,283 52.9 219,712 50.4

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり当期純

利益
円 銭 円 銭

27年3月期 248.59 248.53
26年3月期 275.86 275.67

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

27年3月期 3,638,515 2,345,586 64.5 2,940.15
26年3月期 3,311,814 2,014,670 60.8 2,526.38

（参考） 自己資本 27年3月期 2,345,438百万円 26年3月期 2,014,182百万円

※ 監査手続の実施状況に関する表示 
この決算短信の開示時点で、会社法及び金融商品取引法に基づく財務諸表の監査手続きが実施中です。 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
（将来に関する記述等についてのご注意） 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び
業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料Ｐ．２「１．経営成績 （１）経営成績に関する分析」をご覧ください。 
（決算補足説明資料の入手方法について） 
当社は、平成27年４月28日に証券アナリスト・機関投資家向け説明会を開催する予定です。この説明会で使用する資料については、開催後速やかに当社ホー
ムページに掲載する予定です。 
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㈱デンソー　（6902）　平成27年３月期決算短信

－1－



１．経営成績 

(1) 経営成績に関する分析 

当期の世界経済は、前期に続き新興国の成長スピードが鈍化しましたが、米国の好調と欧州の

回復により、全体としては緩やかな成長となりました。一方、日本では消費増税の影響が予想よ

り大きく、景気は低迷しました。自動車市場は、日本、タイ、ブラジル等では前年割れとなりま

したが、北米や中国は拡大し、世界全体としても前年より拡大しました。当社においても、北米

や中国において生産が増加する一方、高付加価値製品の多い日本での生産の減少や、将来の成長

に向けた投資及び海外の工場立ち上げ費用の増加により、増収減益となりました。 

 

このような環境のなかで、当社は達成すべき目標や取り組むべき施策を「デンソーグループ・

グローバル中期方針」にまとめ、平成24年度から当期までの３年間、グループを挙げて取り組ん

できました。活動の最終年にあたる当期は、パワトレインの多様化に対応した環境負荷を低減す

る製品の開発や、交通事故を低減する予防安全製品の開発及び高度運転支援技術の実証実験を行

う等、環境、安心・安全分野での先進的な技術開発を更に加速させることができました。市販事

業・新事業分野においても、平成27年１月より、当社５つ目の事業グループである「アフターマ

ーケット・フリート・新事業グループ」を設立し、事業拡大に取り組んできました。 

 

当期は、環境、安心・安全分野を中心に、次のとおりの成果を出すことができました。 

環境分野では、燃料電池車向けに、ＦＣ用セルモニタ、高圧水素センサ、水素充填ＥＣＵ等を

開発しました。また、パワーコントロールユニットやＦＣ昇圧コンバータ等の高電圧・パワー系

部品、冷却性能を大幅に向上させたラジエータやウォータポンプ等の冷却系部品等、当社の約70

製品が世界初の量産燃料電池車であるトヨタ自動車株式会社のＭＩＲＡＩに搭載されています。

技術的困難を乗り越え、ハイブリッド車向け製品を燃料電池車に搭載することで、信頼性・性能

の向上と大幅なコストダウンの両立に貢献しています。また、ディーゼル車向けに、高い燃焼効

率を実現する小型車用コモンレールシステムを開発しました。世界最高レベルの高拡散噴霧ノズ

ルと燃料噴射自由度を向上させたインジェクタが搭載されており、インジェクタ単体で約１％の

燃費向上に貢献しています。当製品は、マツダ株式会社の「ＳＫＹＡＣＴＩＶ」技術に採用され、

新型デミオ向けに納入しています。ハイブリッド車及び電気自動車のインバータ用には、ＳｉＣ

パワーデバイスを開発しました。ＳｉＣは従来の素材よりも出力損失が低いことから、システム

の発熱を低減できるため、搭載する機器の冷却構造を大幅に簡素化することが可能です。ＳｉＣ

パワーデバイスを使用したインバータは、体積を８割以下にまで小型化でき、燃費向上が期待で

きます。 

 

安心・安全分野では、車両前方の障害物を検知し衝突回避または被害軽減を支援するとともに、

先行車と一定の車間距離を保ちながら追従走行できる、ミリ波レーダと画像センサを開発しまし

た。２つのセンサを組み合わせることで、車両だけでなく歩行者の検知を高い信頼性で実現して

います。当製品は、トヨタ自動車株式会社が発表したミディアム・上級車向け新予防安全パッケ

ージ「Ｔｏｙｏｔａ Ｓａｆｅｔｙ Ｓｅｎｓｅ Ｐ」向けに、日本・北米・欧州で発売される車両

に搭載される予定です。９月に開催された第21回ＩＴＳ世界会議デトロイト2014では、予防安全

技術及びドライバーと車の対話を助けるＨＭＩ技術※１に関する、ブース展示やデモンストレー

ションを行いました。デモンストレーションの１つとして行った高度運転支援技術による車２台

の隊列走行では、先行車の位置情報を後続車に無線通信することで、後続車は白線のない場所で

も自動で先行車に追従走行しながら、発進・停止、車線変更等、実際の道路で想定される場面を

実演しました。高度運転支援技術の製品化による交通事故及びドライバーの負荷低減に向け、更

なる開発に取り組んでいきます。 

 

※１ 人間の身体、視覚、聴覚、触覚等の特性を理解し、注意散漫を誘発しない情報提供や操作 

  を実現する技術 

㈱デンソー　（6902）　平成27年３月期決算短信

－2－



市販事業・新事業分野では、農産物の長期鮮度維持という課題解決のため、当社の２コンプレ

ッサ＆２インバータ採用の冷凍機を活用したソリューションの提供を通じて、日本農業の競争力

向上に貢献しています。当製品は、保存する食品に合わせた細かな温度制御が可能で、例えば３

～４日しか持たない桃の鮮度を３週間程度維持することに成功しています。これにより、輸送手

段変更（航空便から船便）によるコスト削減等が可能となります。当期は、北海道、青森県、福

島県、豊橋市等と協力し、海外輸出の物流実証実験に参画しながら、事業展開に向けて取り組ん

でいます。また、株式会社デンソーウェーブと共同開発した産業用ロボット／医薬・医療用ロボ

ットが、グッドデザイン賞の最高賞であるグッドデザイン大賞を受賞しました。また、日野自動

車株式会社と共同開発した大型トラック用電動式冷凍システムは、省エネ大賞の最高位である経

済産業大臣賞を受賞しました。 

 

開発体制については、世界各地域の事情やニーズに合った最適な製品を開発するため、世界７

地域にテクニカルセンターを整備し、グローバル開発体制を強化しています。当期は、上海のテ

クニカルセンターを移転・拡充し、稼働を開始しました。また、日本だけでなく、北米、欧州で

は先行開発も行っており、シリコンバレーオフィスでは、新たにサイバーセキュリティ、ビッグ

データ活用、自動運転システムの研究開発を進めています。 

 

生産体制については、モノづくりのコスト競争力強化のため、当期も継続して、生産ラインの

高速・高稼働化やコンパクトな独自設備開発、物流・検査のスリム化等により、ダントツの原価

でモノづくりをする「ダントツ工場」づくりに取り組んでいます。当期は、１／Ｎ設備※２を開

発・展開するだけでなく、それぞれをつないだ１／Ｎラインの導入に注力しています。全工程で

全体最適を図り、鍛造から切削・組み付けまで、同期一貫での生産を実現することで、加工費の

低減だけでなく、リードタイムの短縮及び物流や中間在庫の削減を目指しています。また、試作

から量産までのモノづくり機能を集約し、ダントツ技術をＯｎｅ ＤＥＮＳＯで実現する場として、

「モノづくり棟」を建設し、12月より稼働を開始しました。当棟では、モノづくり技術開発に携

わる13部署、1,600名が、間仕切りのない大部屋にて、緊密な連携のもと技術・技能を融合させ、

世界初・世界一製品の開発に取り組んでいます。 

 

※２ 無駄の排除により設備の大きさやエネルギー消費を「１／Ｎ」に低減した設備 

 

当期の業績は、海外での車両生産台数の増加により、売上高は、４兆3,088億円（前期比2,128

億円増、5.2％増）と増収になりました。営業利益は、コストダウンや生産性向上による合理化努

力に加え、売上増加による操業度差益があったものの、将来の成長のための研究開発費や能力増

強投資の増加等により、3,551億円（前期比226億円減、6.0％減)、経常利益は3,974億円(前期比

221億円減、5.3％減)と減益になりました。特別損益等を含む、当期純利益は2,931億円（前期比

57億円増、2.0％増）と増益になりました。 

 

セグメント別の業績は、日本は、小型車へのシフトや海外向け売上の減少等により、売上高は

２兆6,635億円（前期比541億円減少、2.0％減）と減収になりました。営業利益は、売上減少によ

る操業度差損や、労務費等固定費の増加により2,252億円（前期比581億円減、20.5％減）と減益

になりました。 

北米地域は、好調な経済による車両生産の増加により、売上高は9,665億円（前期比1,499億円

増、18.4％増）と増収、営業利益は、売上増加による操業度差益等により387億円（前期比240億

円増、163.9％増）と増益になりました。 

欧州地域は、市場の回復により、売上高は5,548億円（前期比559億円増、11.2％増）と増収、

営業利益は、売上増加による操業度差益等により169億円（前期比45億円増、36.6％増）と増益に

なりました。 

豪亜地域は、主に中国における車両生産の増加により、売上高は１兆497億円（前期比1,066億

円増、11.3％増）と増収、営業利益は、将来の成長のための工場・テクニカルセンター立ち上げ

費用や労務費が増加したものの、売上増加による操業度差益や円安による為替差益等により、747

億円（前期比35億円増、4.9％増）と増益になりました。 

その他地域は、売上高は738億円（前期比５億円減、0.7％減）と減収、営業利益は４億円（前

期比４億円増）と増益になりました。 
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今後の世界経済は、新興国の成長は減速するものの、米国の安定成長に支えられ、全体として

は緩やかな成長が続くと想定されます。日本経済は、消費増税の影響から持ち直し、緩やかに回

復すると見込まれます。自動車市場においても、全体としては緩やかな成長となる見通しです。

日本では、消費増税の影響が一巡するものの、前年割れになると見込まれます。 

 

このような状況の中、次期の業績については、為替レートを１ＵＳ＄＝115円、１ユーロ＝125

円と想定し、売上収益は４兆4,700億円、営業利益は3,800億円、税引前利益は4,070億円、親会社

の所有者に帰属する当期利益は2,750億円と見込んでいます。 

なお、上記の業績予想は、国際会計基準（以下、ＩＦＲＳ）に基づき作成しており、日本会計

基準に基づく連結業績予想は作成していません。また、現時点での入手可能な情報に基づく将来

の予測が含まれています。今後の事業運営や為替の変動等内外の状況変化により、実際の業績が

記載の予想数値と大幅に異なる可能性があります。 

 

(2) 財政状態に関する分析 

①  資産、負債及び純資産の状況 

当期末の総資産については、投資有価証券の増加等により、前期末に比べ5,902億円増加し、５

兆327億円となりました。 

負債については、繰延税金負債の増加等により前期末に比べ721億円増加し、１兆6,913億円と

なりました。 

純資産については、利益剰余金、その他有価証券評価差額金の増加等の結果、前期末に比べ

5,181億円増加し、３兆3,414億円となりました。 

 

②  キャッシュ・フローの状況 

キャッシュ・フローの状況については、現金及び現金同等物（以下「資金」）は、営業活動に

より3,742億円の増加、投資活動により1,126億円の減少、財務活動により1,256億円の減少等の結

果、当期末は前期末と比べ1,507億円増加し、7,924億円となりました。 

営業活動により得られた資金は、営業利益が3,551億円（前期比226億円減）となったこと等に

より、前期に比べ886億円減少し、3,742億円となりました。 

投資活動により使用した資金は、有価証券及び投資有価証券の取得による支出の減少（前期比

5,354億円減）等により、前期に比べ2,777億円減少し、1,126億円となりました。 

財務活動により使用した資金は、社債の償還による支出の減少（前期比600億円減）等の結果、

前期に比べ294億円減少し、1,256億円となりました。 

 

(3) 利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当 

配当については、連結業績及び配当性向・配当金額等を総合的に勘案しながら、長期安定的に

配当水準を継続的に向上していきたいと考えております。また、内部留保金につきましては、今

後の事業成長を長期的に維持するための設備投資及び研究開発投資に活用するとともに、資金の

状況等を考慮のうえ、株主の皆様への利益還元のための自己株式取得にも充当してまいります。 

なお、平成18年５月の会社法施行に伴い、将来の機動的な利益配分にも対応できるよう定款の

変更を実施しましたが、当面は引き続き、年２回の配当とし、期末配当については株主総会の決

議事項とします。 

当期末の株主配当金につきましては、１株につき63円とし、年間としては前期と比べ５円増配

の110円とさせていただく予定です。 
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２．経営方針 

(1) 会社の経営の基本方針 

①  魅力ある製品で、お客様に満足を提供する。 

②  変化を先取りし、世界の市場で発展する。 

③  自然を大切にし、社会と共生する。 

④  個性を尊重し、活力ある企業をつくる。 

を経営の方針としています。 

 

(2) 中長期経営戦略・会社の対処すべき課題 

当社は、世界人口増加に伴うエネルギー問題や環境問題、また新興国の交通事故死者数の大幅

な増加等が予想されるなかで、今後も社会に貢献し持続的に成長していくため、平成25年4月に

「デンソーグループ 2020年長期方針」を策定しました。また、「地球環境の維持と成長の両立」

と「一人ひとりが幸せで、安心・安全に暮らせる社会」の実現に向けて、2020年のありたい姿を

視野に入れた上で、2018年を達成年度とする中期方針と推進テーマを策定しました。「環境、安

心と安全で社会に貢献」「多様なニーズに応える技術開発・モノづくりの進化」「継続的な人材

育成の推進」を方針に掲げ、環境負荷・交通事故の低減にこだわり、挑戦し続けます。 

 

３．会計基準の選択に関する基本的な考え方 

当社は、平成27年３月期（第92期）の有価証券報告書における連結財務諸表から、従来の日本

会計基準に替えて、ＩＦＲＳを任意適用いたします。 

当社グループは、グループ会社の会計基準統一によるスピード経営の加速や、資本市場におけ

る財務情報の国際的な比較可能性の向上を目指し、会計基準の世界標準であるＩＦＲＳを任意適

用することといたしました。 
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４．連結財務諸表 

(１) 連結貸借対照表 

  

                      (単位：百万円) 

                    
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当連結会計年度 

(平成27年３月31日) 

資産の部     

  流動資産     

    現金及び預金 607,618 634,695 

    受取手形及び売掛金 644,559 690,774 

    電子記録債権 45,617 49,673 

    有価証券 426,490 329,680 

    たな卸資産 ※4  422,425 ※4  486,101 

    繰延税金資産 68,688 61,076 

    その他 128,279 147,318 

    貸倒引当金 △2,029 △2,393 

    流動資産合計 2,341,647 2,396,924 

  固定資産     

    有形固定資産     

      建物及び構築物 ※1  811,575 ※1  872,603 

        減価償却累計額 ※5  △547,479 ※5  △577,254 

        建物及び構築物（純額） 264,096 295,349 

      機械装置及び運搬具 2,381,561 2,590,346 

        減価償却累計額 ※5  △1,980,056 ※5  △2,091,941 

        機械装置及び運搬具（純額） 401,505 498,405 

      土地 ※1  175,244 ※1  181,446 

      建設仮勘定 126,089 131,105 

      その他 606,196 659,750 

        減価償却累計額 ※5  △529,454 ※5  △565,439 

        その他（純額） 76,742 94,311 

      有形固定資産合計 1,043,676 1,200,616 

    無形固定資産     

      ソフトウエア 12,376 13,424 

      のれん ※6  7,090 ※6  5,871 

      その他 4,475 4,086 

      無形固定資産合計 23,941 23,381 

    投資その他の資産     

      投資有価証券 845,566 1,232,133 

      長期貸付金 1,124 1,672 

      繰延税金資産 16,389 20,598 

      退職給付に係る資産 125,945 94,875 

      その他 44,554 62,883 

      貸倒引当金 △335 △340 

      投資その他の資産合計 1,033,243 1,411,821 

    固定資産合計 2,100,860 2,635,818 

  資産合計 4,442,507 5,032,742 
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                      (単位：百万円) 

                    
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当連結会計年度 

(平成27年３月31日) 

負債の部     

  流動負債     

    支払手形及び買掛金 493,933 521,503 

    1年内償還予定の社債 40,000 － 

    短期借入金 ※1  87,165 ※1  98,959 

    未払費用 109,157 109,848 

    未払法人税等 73,855 14,182 

    賞与引当金 68,689 67,917 

    役員賞与引当金 805 698 

    製品保証引当金 55,025 45,744 

    その他 102,387 105,333 

    流動負債合計 1,031,016 964,184 

  固定負債     

    社債 80,000 100,000 

    長期借入金 ※1  228,578 ※1  219,137 

    繰延税金負債 58,272 160,162 

    役員退職慰労引当金 1,669 1,629 

    退職給付に係る負債 200,271 221,736 

    その他 19,355 24,455 

    固定負債合計 588,145 727,119 

  負債合計 1,619,161 1,691,303 

純資産の部     

  株主資本     

    資本金 187,457 187,457 

    資本剰余金 269,497 270,082 

    利益剰余金 2,184,238 2,393,612 

    自己株式 △220,120 △218,942 

    株主資本合計 2,421,072 2,632,209 

  その他の包括利益累計額     

    その他有価証券評価差額金 307,687 523,393 

    繰延ヘッジ損益 △113 14 

    為替換算調整勘定 △27,380 57,920 

    退職給付に係る調整累計額 △9,775 △17,470 

    その他の包括利益累計額合計 270,419 563,857 

  新株予約権 488 148 

  少数株主持分 131,367 145,225 

  純資産合計 2,823,346 3,341,439 

負債純資産合計 4,442,507 5,032,742 
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(２) 連結損益計算書及び連結包括利益計算書 

(連結損益計算書) 

  

 

                      (単位：百万円) 

                    前連結会計年度 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成26年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成27年３月31日) 

売上高 4,095,925 4,308,754 

売上原価 ※1  3,341,834 ※1  3,551,832 

売上総利益 754,091 756,922 

販売費及び一般管理費     

  販売手数料 4,316 4,008 

  荷造運搬費 38,183 40,419 

  返品差損費 3,317 3,760 

  給料及び賞与 127,795 140,900 

  賞与引当金繰入額 10,585 10,580 

  役員賞与引当金繰入額 805 672 

  退職給付費用 9,380 11,299 

  役員退職慰労引当金繰入額 463 449 

  製品保証引当金繰入額 17,691 10,201 

  減価償却費 17,175 20,121 

  貸倒引当金繰入額 74 △61 

  その他 146,611 159,463 

  販売費及び一般管理費合計 ※1  376,395 ※1  401,811 

営業利益 377,696 355,111 

営業外収益     

  受取利息 8,070 8,021 

  受取配当金 12,628 18,934 

  有価証券売却益 41 280 

  固定資産賃貸料 2,332 2,460 

  為替差益 12,253 16,319 

  持分法による投資利益 6,296 4,726 

  その他 17,640 9,148 

  営業外収益合計 59,260 59,888 

営業外費用     

  支払利息 7,516 7,627 

  固定資産除売却損 3,366 3,663 

  その他 6,503 6,278 

  営業外費用合計 17,385 17,568 

経常利益 419,571 397,431 

特別利益     

  固定資産売却益 16 1,258 

  負ののれん発生益 － 5,265 

  退職給付信託返還益 － ※2  50,168 

  特別利益合計 16 56,691 
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                      (単位：百万円) 

                    前連結会計年度 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成26年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成27年３月31日) 

特別損失     

  減損損失 ※3  894 ※3  1,892 

  固定資産圧縮損 － 317 

  投資有価証券評価損 56 2 

  独占禁止法関連損失 － ※4  21,890 

  事業整理損 － 2,783 

  特別損失合計 950 26,884 

税金等調整前当期純利益 418,637 427,238 

法人税、住民税及び事業税 122,116 83,088 

過年度法人税等 3,776 － 

法人税等調整額 △12,859 32,784 

法人税等合計 113,033 115,872 

少数株主損益調整前当期純利益 305,604 311,366 

少数株主利益 18,216 18,267 

当期純利益 287,388 293,099 
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(連結包括利益計算書) 
 

                      (単位：百万円) 

                    前連結会計年度 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成26年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成27年３月31日) 

少数株主損益調整前当期純利益 305,604 311,366 

その他の包括利益     

  その他有価証券評価差額金 81,411 215,856 

  繰延ヘッジ損益 △130 127 

  為替換算調整勘定 60,648 92,984 

  退職給付に係る調整額 12,939 △7,675 

  持分法適用会社に対する持分相当額 4,383 2,953 

  その他の包括利益合計 159,251 304,245 

包括利益 464,855 615,611 

（内訳）     

  親会社株主に係る包括利益 443,800 586,537 

  少数株主に係る包括利益 21,055 29,074 
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（３）連結株主資本等変動計算書 

  前連結会計年度(自 平成25年４月１日 至 平成26年３月31日) 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  
  

 

  (単位：百万円) 

  
株主資本 

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 187,457 267,332 1,933,814 △224,505 2,164,098 

会計方針の変更による

累積的影響額 
    29,903   29,903 

会計方針の変更を反映し

た当期首残高 
187,457 267,332 1,963,717 △224,505 2,194,001 

当期変動額           

剰余金の配当     △66,867   △66,867 

当期純利益     287,388   287,388 

自己株式の取得       △52 △52 

自己株式の処分   2,165   4,437 6,602 

株主資本以外の項目 

の当期変動額（純額） 
          

当期変動額合計 － 2,165 220,521 4,385 227,071 

当期末残高 187,457 269,497 2,184,238 △220,120 2,421,072 
 

  

その他の包括利益累計額 

新株予約権 少数株主持分 純資産合計 その他 

有価証券 

評価差額金 

繰延ヘッジ 

損益 

為替換算 

調整勘定 

退職給付 

に係る 

調整累計額 

その他の 

包括利益 

累計額合計 

当期首残高 226,354 17 △90,405 － 135,966 2,293 124,504 2,426,861 

会計方針の変更による

累積的影響額 
      △21,959 △21,959   △452 7,492 

会計方針の変更を反映し

た当期首残高 
226,354 17 △90,405 △21,959 114,007 2,293 124,052 2,434,353 

当期変動額                 

剰余金の配当               △66,867 

当期純利益               287,388 

自己株式の取得               △52 

自己株式の処分               6,602 

株主資本以外の項目 

の当期変動額（純額) 
81,333 △130 63,025 12,184 156,412 △1,805 7,315 161,922 

当期変動額合計 81,333 △130 63,025 12,184 156,412 △1,805 7,315 388,993 

当期末残高 307,687 △113 △27,380 △9,775 270,419 488 131,367 2,823,346 
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  当連結会計年度(自 平成26年４月１日 至 平成27年３月31日) 

  

  

  

  

  

  

  

  
  

 

  (単位：百万円) 

  
株主資本 

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 187,457 269,497 2,184,238 △220,120 2,421,072 

当期変動額           

剰余金の配当     △83,725   △83,725 

当期純利益     293,099   293,099 

自己株式の取得       △31 △31 

自己株式の処分   585   1,209 1,794 

株主資本以外の項目 

の当期変動額（純額） 
          

当期変動額合計 － 585 209,374 1,178 211,137 

当期末残高 187,457 270,082 2,393,612 △218,942 2,632,209 
 

  

その他の包括利益累計額 

新株予約権 少数株主持分 純資産合計 その他 

有価証券 

評価差額金 

繰延ヘッジ 

損益 

為替換算 

調整勘定 

退職給付 

に係る 

調整累計額 

その他の 

包括利益 

累計額合計 

当期首残高 307,687 △113 △27,380 △9,775 270,419 488 131,367 2,823,346 

当期変動額                 

剰余金の配当               △83,725 

当期純利益               293,099 

自己株式の取得               △31 

自己株式の処分               1,794 

株主資本以外の項目 

の当期変動額（純額) 
215,706 127 85,300 △7,695 293,438 △340 13,858 306,956 

当期変動額合計 215,706 127 85,300 △7,695 293,438 △340 13,858 518,093 

当期末残高 523,393 14 57,920 △17,470 563,857 148 145,225 3,341,439 
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書 

  

 

                      (単位：百万円) 

                    前連結会計年度 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成26年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成27年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー     

  税金等調整前当期純利益 418,637 427,238 

  減価償却費 197,174 230,686 

  減損損失 894 1,892 

  のれん償却額 1,617 2,104 

  貸倒引当金の増減額（△は減少） 90 317 

  退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 8,909 808 

  退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △16,030 △65,755 

  受取利息及び受取配当金 △20,698 △26,955 

  支払利息 7,516 7,627 

  為替差損益（△は益） 8,629 1,700 

  持分法による投資損益（△は益） △6,296 △4,726 

  有形固定資産除売却損益（△は益） 1,731 834 

  
有価証券及び投資有価証券売却損益（△は
益） 

△142 △329 

  
有価証券及び投資有価証券評価損益（△は
益） 

56 2 

  負ののれん発生益 － △5,265 

  売上債権の増減額（△は増加） △11,603 △4,261 

  たな卸資産の増減額（△は増加） △29,971 △43,501 

  仕入債務の増減額（△は減少） 4,654 △6,721 

  未払消費税等の増減額（△は減少） △8,645 1,370 

  その他 △299 △12,757 

  小計 556,223 504,308 

  利息及び配当金の受取額 24,331 29,413 

  利息の支払額 △7,913 △7,596 

  法人税等の支払額 △109,842 △151,944 

  営業活動によるキャッシュ・フロー 462,799 374,181 

投資活動によるキャッシュ・フロー     

  定期預金の増減額（△は増加） 16,643 56,510 

  有形固定資産の取得による支出 △314,890 △357,136 

  有形固定資産の売却による収入 7,196 6,892 

  
有価証券及び投資有価証券の取得による支
出 

△878,707 △343,346 

  
有価証券及び投資有価証券の売却及び償還
による収入 

781,611 528,520 

  長期貸付けによる支出 △392 △391 

  長期貸付金の回収による収入 487 223 

  その他 △2,266 △3,890 

  投資活動によるキャッシュ・フロー △390,318 △112,618 
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                      (単位：百万円) 

                    前連結会計年度 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成26年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成27年３月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー     

  短期借入金の純増減額（△は減少） 6,227 14,158 

  長期借入れによる収入 27,542 40,584 

  長期借入金の返済による支出 △49,307 △64,433 

  社債の発行による収入 30,000 20,000 

  社債の償還による支出 △100,000 △40,000 

  自己株式の取得による支出 △52 △31 

  ストックオプションの行使による収入 5,652 1,493 

  配当金の支払額 △66,867 △83,725 

  少数株主への配当金の支払額 △8,708 △8,522 

  子会社の自己株式の取得による支出 － △4,583 

  その他 537 △547 

  財務活動によるキャッシュ・フロー △154,976 △125,606 

現金及び現金同等物に係る換算差額 16,859 13,911 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △65,636 149,868 

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 － 852 

現金及び現金同等物の期首残高 707,330 641,694 

現金及び現金同等物の期末残高 ※1  641,694 ※1  792,414 
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(5)  連結財務諸表に関する注記事項 

(継続企業の前提に関する注記) 

   該当事項はありません。 

 

(連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項) 

１．連結の範囲に関する事項 

(1) 連結子会社の数            188社 

主要な連結子会社名は次のとおりです。 

(国内) アスモ㈱ 

(海外) デンソー・インターナショナル・アメリカ㈱ 

なお、前連結会計年度において、烟台首鋼電装有限公司は持分の追加取得により新たに子会

社となってまもなく、またピット・アンド・ゴー・オートモーティブ・サービス・カンボジ

ア㈱は設立後まもなく、小規模であり、合計の総資産、売上高、当期純損益（持分に見合う

額）及び利益剰余金（持分に見合う額）等は、いずれも連結財務諸表に重要な影響を及ぼし

ていないため、連結範囲より除いていましたが、当連結会計年度から連結の範囲に含めてい

ます。 

 

(2) 非連結子会社の数          １社 

イース・シミュレーション㈱は株式の取得により新たに子会社となってまもなく、小規模で

あり、合計の総資産、売上高、当期純損益（持分に見合う額）及び利益剰余金（持分に見合

う額）等は、いずれも連結財務諸表に重要な影響を及ぼしていないため、連結範囲より除い

ています。 

 

２．持分法の適用に関する事項 

(1) 持分法適用の関連会社数      35社 

主要な持分法適用関連会社名は次のとおりです。 

(国内) 津田工業㈱、ジェコー㈱ 

(海外) ミシガン・オートモーティブ・コンプレッサー㈱ 

 

(2) 持分法を適用していない非連結子会社の数      １社 

イース・シミュレーション㈱は株式の取得により新たに子会社となってまもなく、小規模で

あり、当期純損益（持分に見合う額）及び利益剰余金（持分に見合う額）等は、いずれも連

結財務諸表に及ぼす影響が軽微であるため、持分法の適用範囲から除いています。 

 

なお、上記連結の範囲に関する事項、持分法の適用に関する事項以外は、最近の有価証券報告書（平

成26年６月20日提出）における記載から重要な変更がないため、開示を省略しています。 

 

㈱デンソー　（6902）　平成27年３月期決算短信

－15－



 

(連結貸借対照表関係) 

※１  担保資産及び担保付債務 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 

当連結会計年度 

(平成27年３月31日) 

担保に供している資産 48百万円 48百万円

担保付債務 109百万円 53百万円

  

  ２  偶発債務 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 

当連結会計年度 

(平成27年３月31日) 

輸入関税に係る銀行保証額 413百万円 399百万円

 

  ３  受取手形割引高 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 

当連結会計年度 

(平成27年３月31日) 

受取手形割引高 19百万円 54百万円

受取手形裏書譲渡高 32百万円 57百万円

 

※４  たな卸資産の内訳は次のとおりです。 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 

当連結会計年度 

(平成27年３月31日) 

商品及び製品 154,509百万円 163,315百万円

仕掛品 151,061百万円 192,382百万円

原材料及び貯蔵品 116,855百万円 130,404百万円

 

※５  減価償却累計額には、減損損失累計額が含まれています。 

 

※６  のれん及び負ののれんの表示 

のれん及び負ののれんは相殺して表示しています。なお、相殺前の金額は次のとおりです。 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 

当連結会計年度 

(平成27年３月31日) 

のれん 7,149百万円 5,871百万円

負ののれん 59百万円 －百万円

純額 7,090百万円 5,871百万円
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(連結損益計算書関係) 

※１  一般管理費及び当期製造費用に含まれる研究開発費 

 

前連結会計年度 

(自  平成25年４月１日 

  至  平成26年３月31日) 

当連結会計年度 

(自  平成26年４月１日 

  至  平成27年３月31日) 

368,732百万円 396,440百万円 

 

※２  退職給付信託返還益 

当社において、年金資産が退職給付債務に対して積立超過の状況にあり、その状況が継続すること

が見込まれることから、退職給付信託の一部返還を行っています。 

これに伴い発生した、未認識数理計算上の差異の一括償却益です。 

 

※３  減損損失 

当社グループは以下の資産について減損損失を計上しました。 

 

前連結会計年度（自  平成25年４月１日  至  平成26年３月31日） 

事業グループ 場所 用途 種類 
減損金額 

(百万円) 

電子機器 スペイン 電子機器生産設備 機械装置 232

熱 インド 熱生産設備 

機械装置、建物及

び構築物、工具器

具備品 

662

当社グループの減損会計適用にあたっての資産のグルーピングは、継続的に損益の把握を実施して

いる管理会計上の単位である事業グループ別に行っています。そのほかに、物件を最小の単位とし

て賃貸物件グループと遊休資産グループにグルーピングしています。また本社、福利厚生施設等に

ついては、独立したキャッシュ・フローを生み出さないことから共用資産としています。 

当連結会計年度において、一部の地域の事業環境は依然厳しく、生産設備の帳簿価額を回収可能価

額まで減額し、当該減少額を減損損失として特別損失に894百万円計上しました。その内訳は、機械

装置772百万円、建物及び構築物108百万円、工具器具備品14百万円です。なお、当資産グループの

回収可能価額は使用価値により測定しており、将来キャッシュ・フローをスペインで11.50％、イン

ドで16.48％を用いて割り引いて算定しています。 

 

当連結会計年度（自  平成26年４月１日  至  平成27年３月31日） 

事業グループ 場所 用途 種類 
減損金額 

(百万円) 

情報安全 インド 情報安全生産設備 
機械装置、のれん

等 
1,892

当社グループの減損会計適用にあたっての資産のグルーピングは、継続的に損益の把握を実施して

いる管理会計上の単位である事業グループ別に行っています。そのほかに、物件を最小の単位とし

て賃貸物件グループと遊休資産グループにグルーピングしています。また本社、福利厚生施設等に

ついては、独立したキャッシュ・フローを生み出さないことから共用資産としています。 

当連結会計年度において、一部の地域の事業環境は依然厳しく、当初想定していた収益が見込めな

くなったことから未償却残高を全額減損し、減損損失として特別損失に1,892百万円計上しました。

その内訳は、機械装置189百万円、のれん1,682百万円、その他21百万円です。 

 

※４  独占禁止法関連損失 

一部自動車部品についての独占禁止法違反に関する制裁金及び和解金です。 
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(連結株主資本等変動計算書関係) 

前連結会計年度（自  平成25年４月１日  至  平成26年３月31日） 

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項 

 
当連結会計年度期首 

株式数（株） 
当連結会計年度 
増加株式数（株） 

当連結会計年度 
減少株式数（株） 

当連結会計年度末 
株式数（株） 

発行済株式  

  普通株式 884,068,713 － － 884,068,713

    合計 884,068,713 － － 884,068,713

自己株式  

  普通株式（注） 88,582,234 10,598 1,752,352 86,840,480

    合計 88,582,234 10,598 1,752,352 86,840,480

（注）１．自己株式数の増加の内訳は、単元末満株式の買取りによる増加10,598株です。 

２．自己株式減少の内訳は、単元末満株式の買増しによる減少28株、関連会社が株式を売却したことによ

る減少1,724株、ストック・オプション行使による減少1,750,600株です。 

 

２．新株予約権に関する事項 

区分 新株予約権の内訳 当連結会計年度末残高(百万円) 

提出会社（親会社） ストック・オプションとしての新株予約権 488

 

３．配当に関する事項 

(1) 配当金支払額 

（決議） 株式の種類 
配当金の総額
(百万円) 

１株当たり 
配当額(円) 

基準日 効力発生日 

平成25年６月19日 
定時株主総会 

普通株式 29,434 37 平成25年３月31日 平成25年６月20日

平成25年10月31日 
取締役会 

普通株式 37,433 47 平成25年９月30日 平成25年11月26日

 

(2) 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの 

（決議） 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(百万円) 

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 

平成26年６月19日 
定時株主総会 

普通株式 利益剰余金 46,241 58 平成26年３月31日 平成26年６月20日
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当連結会計年度（自  平成26年４月１日  至  平成27年３月31日） 

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項 

 
当連結会計年度期首 

株式数（株） 
当連結会計年度 
増加株式数（株） 

当連結会計年度 
減少株式数（株） 

当連結会計年度末 
株式数（株） 

発行済株式  

  普通株式 884,068,713 － － 884,068,713

    合計 884,068,713 － － 884,068,713

自己株式  

  普通株式（注） 86,840,480 6,112 474,815 86,371,777

    合計 86,840,480 6,112 474,815 86,371,777

（注）１．自己株式数の増加の内訳は、単元未満株式の買取りによる増加6,112株です。 

２．自己株式減少の内訳は、単元未満株式の買増しによる減少15株、ストック・オプション行使による減

少474,800株です。 

 

２．新株予約権に関する事項 

区分 新株予約権の内訳 当連結会計年度末残高(百万円) 

提出会社（親会社） ストック・オプションとしての新株予約権 148

 

３．配当に関する事項 

(1) 配当金支払額 

（決議） 株式の種類 
配当金の総額
(百万円) 

１株当たり 
配当額(円) 

基準日 効力発生日 

平成26年６月19日 
定時株主総会 

普通株式 46,241 58 平成26年３月31日 平成26年６月20日

平成26年10月31日 
取締役会 

普通株式 37,484 47 平成26年９月30日 平成26年11月26日

 

(2) 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの 

次のとおり、決議を予定しています。 

（決議） 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(百万円) 

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 

平成27年６月19日 
定時株主総会 

普通株式 利益剰余金 50,257 63 平成27年３月31日 平成27年６月22日

 

(連結キャッシュ・フロー計算書関係) 

※１  現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係 

 

前連結会計年度 

(自  平成25年４月１日 

  至  平成26年３月31日) 

当連結会計年度 

(自  平成26年４月１日 

  至  平成27年３月31日) 

現金及び預金勘定 607,618百万円 634,695百万円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △186,488百万円 △136,290百万円

小計 421,130百万円 498,405百万円

有価証券勘定 426,490百万円 329,680百万円

取得日から満期日又は償還日までの期間が３ヶ月を

超える短期投資 
△205,926百万円 △35,671百万円

小計 220,564百万円 294,009百万円

現金及び現金同等物 641,694百万円 792,414百万円
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(セグメント情報等) 

ａ．セグメント情報 

１．報告セグメントの概要 

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締

役社長が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となって

いるものです。 

当社は、主に自動車部品等を生産・販売しており、国内並びに北米、欧州、豪亜地域の担当役

員を配置しています。日本、北米、欧州、豪亜の各地域の現地法人は、地域の顧客に対する営業

活動を通じて獲得した受注に対し、製品の最適生産、供給の観点から製造拠点の新規設立又は拡

大等を事業部門と連携のうえ立案する等、独立した経営単位として事業活動を展開しています。 

国内においては当社が、北米については米国、カナダと地理的近接度によりメキシコを加えデ

ンソー・インターナショナル・アメリカ社が、欧州（主にオランダ、イギリス、イタリア、スペ

イン、ハンガリー、チェコ等）についてはデンソー・ヨーロッパ社が担当しています。豪亜（主

にオーストラリア、タイ、マレーシア、インドネシア、台湾、中国、韓国等）については、地理

的近接度と拡大アジアにおける最適生産・供給体制の両面から地域に密着した体制強化のため、

デンソー・インターナショナル・アジア社（タイランド）、デンソー・インターナショナル・ア

ジア社（シンガポール）、電装（中国）投資有限公司の３社が連携し担当しており、これらを１

つのマネジメント単位として管理しています。 

したがって、当社は、生産・販売体制を基礎とした地域別のセグメントから構成されており、

「日本」、「北米」、「欧州」及び「豪亜」の４つを報告セグメントとしています。各報告セグ

メントでは、主として自動車部品等を生産・販売しています。 

 

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法 

報告セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」に

おける記載と同一です。 

報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値です。 

セグメント間の内部収益及び振替高は市場実勢価格に基づいています。 

のれんの償却額については、セグメントごとにのれん償却額と平成22年３月31日以前に発生し

ました負ののれん償却額を相殺しています。相殺後の金額がのれん償却額となる場合には、その

金額をセグメント利益の計算に含めています。 

 

㈱デンソー　（6902）　平成27年３月期決算短信

－20－



３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報 

前連結会計年度（自  平成25年４月１日  至  平成26年３月31日） 
（単位：百万円） 

報告セグメント 
 

日本 北米 欧州 豪亜 計 

その他 
(注) 

合計 

売上高   

  (1) 外部顧客への売上高 1,896,447 799,423 470,515 855,448 4,021,833 74,092 4,095,925

  (2) セグメント間の内部売上高 821,182 17,179 28,386 87,674 954,421 255 954,676

計 2,717,629 816,602 498,901 943,122 4,976,254 74,347 5,050,601

セグメント利益 283,340 14,657 12,361 71,231 381,589 27 381,616

セグメント資産 2,298,556 343,762 363,793 778,172 3,784,283 67,851 3,852,134

その他の項目   

  減価償却費 135,456 19,125 14,519 30,868 199,968 3,046 203,014

  のれんの償却額 △55 117 71 1,484 1,617 － 1,617

  持分法適用会社への投資額 43,506 4,690 1,404 12,709 62,309 － 62,309

  有形固定資産及び無形固定資産 
の増加額 

155,994 43,253 27,935 88,645 315,827 8,298 324,125

(注) 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、南米等の現地法人の事業活動を

含んでいます。 

 

当連結会計年度（自  平成26年４月１日  至  平成27年３月31日） 
（単位：百万円） 

報告セグメント 
 

日本 北米 欧州 豪亜 計 

その他 
(注) 

合計 

売上高   

  (1) 外部顧客への売上高 1,837,415 942,251 524,754 930,792 4,235,212 73,542 4,308,754

  (2) セグメント間の内部売上高 826,077 24,206 29,999 118,933 999,215 261 999,476

計 2,663,492 966,457 554,753 1,049,725 5,234,427 73,803 5,308,230

セグメント利益 225,230 38,686 16,888 74,718 355,522 406 355,928

セグメント資産 2,812,829 459,996 388,631 902,468 4,563,924 60,459 4,624,383

その他の項目   

  減価償却費 148,743 23,477 16,697 43,447 232,364 3,577 235,941

  のれんの償却額 △2 96 43 1,967 2,104 － 2,104

  持分法適用会社への投資額 45,899 6,509 1,109 15,038 68,555 － 68,555

  有形固定資産及び無形固定資産 
の増加額 

189,083 48,465 30,243 83,848 351,639 4,444 356,083

(注) 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、南米等の現地法人の事業活動を

含んでいます。 
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４．報告セグメント合計額と連結財務諸表計上額との差額及び当該差額の主な内容（差異調整に関す

る事項） 
（単位：百万円） 

売上高 前連結会計年度 当連結会計年度 

報告セグメント計 4,976,254 5,234,427

「その他」の区分の売上高 74,347 73,803

セグメント間取引消去 △954,676 △999,476

連結財務諸表の売上高 4,095,925 4,308,754

 
（単位：百万円） 

利益 前連結会計年度 当連結会計年度 

報告セグメント計 381,589 355,522

「その他」の区分の利益 27 406

セグメント間取引消去 △3,920 △817

連結財務諸表の営業利益 377,696 355,111

 
（単位：百万円） 

資産 前連結会計年度 当連結会計年度 

報告セグメント計 3,784,283 4,563,924

「その他」の区分の資産 67,851 60,459

全社資産 (注) 590,373 408,359

連結財務諸表の資産合計 4,442,507 5,032,742

(注) 全社資産は、主に報告セグメントに帰属しない資金（現金預金、有価証券及び投資有価証券）等です。 

 
（単位：百万円） 

報告セグメント計 その他 調整額 連結財務諸表計上額
その他の項目 前連結 

会計年度 
当連結
会計年度

前連結
会計年度

当連結
会計年度

前連結
会計年度

当連結 
会計年度 

前連結 
会計年度 

当連結
会計年度

減価償却費 199,968 232,364 3,046 3,577 － － 203,014 235,941

のれん償却額 1,617 2,104 － － － － 1,617 2,104

持分法適用会社への 
投資額 

62,309 68,555 － － △398 △352 61,911 68,203

有形固定資産及び 
無形固定資産の増加額 

315,827 351,639 8,298 4,444 － － 324,125 356,083

 

 

㈱デンソー　（6902）　平成27年３月期決算短信

－22－



ｂ．関連情報 

前連結会計年度（自  平成25年４月１日  至  平成26年３月31日） 

１．製品及びサービスごとの情報 

自動車部品の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略

しています。 

 

２．地域ごとの情報 

(1) 売上高 
（単位：百万円） 

日本 アメリカ その他 合計 

1,827,760 703,834 1,564,331 4,095,925

(注) 売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しています。 

 

(2) 有形固定資産 
（単位：百万円） 

日本 北米 欧州 豪亜 その他 合計 

513,093 116,648 139,006 248,092 26,837 1,043,676

 

３．主要な顧客ごとの情報 
（単位：百万円） 

顧客の名称又は氏名 売上高 関連するセグメント名 

トヨタ自動車㈱ 1,128,068 日本 

 

当連結会計年度（自  平成26年４月１日  至  平成27年３月31日） 

１．製品及びサービスごとの情報 

自動車部品の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略

しています。 

 

２．地域ごとの情報 

(1) 売上高 
（単位：百万円） 

日本 アメリカ その他 合計 

1,771,517 816,282 1,720,955 4,308,754

(注) 売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しています。 

 

(2) 有形固定資産 
（単位：百万円） 

日本 北米 欧州 豪亜 その他 合計 

553,367 158,882 141,842 323,414 23,111 1,200,616

 

３．主要な顧客ごとの情報 
（単位：百万円） 

顧客の名称又は氏名 売上高 関連するセグメント名 

トヨタ自動車㈱ 1,075,806 日本 
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ｃ．報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報 

前連結会計年度（自  平成25年４月１日  至  平成26年３月31日） 
（単位：百万円） 

 日本 北米 欧州 豪亜 その他 全社・消去 合計 

減損損失 － － 232 662 － － 894

 

当連結会計年度（自  平成26年４月１日  至  平成27年３月31日） 
（単位：百万円） 

 日本 北米 欧州 豪亜 その他 全社・消去 合計 

減損損失 － － － 1,892 － － 1,892

 

ｄ．報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報 

前連結会計年度（自  平成25年４月１日  至  平成26年３月31日） 
（単位：百万円） 

 日本 北米 欧州 豪亜 その他 全社・消去 合計 

当期償却額 0 163 71 1,510 － － 1,744

当期末残高 － 122 133 6,894 － － 7,149

 

なお、平成22年４月１日前に行われた企業結合により発生した負ののれんの償却額及び未償却残高は、以下

のとおりです。 

（単位：百万円） 

 日本 北米 欧州 豪亜 その他 全社・消去 合計 

当期償却額 55 46 － 26 － － 127

当期末残高 19 26 － 14 － － 59

 

当連結会計年度（自  平成26年４月１日  至  平成27年３月31日） 
（単位：百万円） 

 日本 北米 欧州 豪亜 その他 全社・消去 合計 

当期償却額 17 122 43 1,981 － － 2,163

当期末残高 － － 89 5,782 － － 5,871

 

なお、平成22年４月１日前に行われた企業結合により発生した負ののれんの償却額及び未償却残高は、以下

のとおりです。 

（単位：百万円） 

 日本 北米 欧州 豪亜 その他 全社・消去 合計 

当期償却額 19 26 － 14 － － 59

当期末残高 － － － － － － －
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ｅ．報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報 

前連結会計年度（自  平成25年４月１日  至  平成26年３月31日） 

該当事項はありません。 

 

当連結会計年度（自  平成26年４月１日  至  平成27年３月31日） 

（重要な負ののれん発生益） 

「日本」セグメントにおいて、子会社の自己株式取得により、負ののれん発生益を計上してい

ます。当該事象による負ののれん発生益の計上額は、当連結会計年度においては、5,265百万円で

す。なお、報告セグメントごとのセグメント利益には、負ののれん発生益は含まれていません。 
（単位：百万円） 

 日本 北米 欧州 豪亜 その他 全社・消去 合計 

負ののれん
発生益 

5,265 － － － － － 5,265
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(１株当たり情報) 

 
前連結会計年度 

(自  平成25年４月１日 
  至  平成26年３月31日) 

当連結会計年度 
(自  平成26年４月１日 
  至  平成27年３月31日) 

１株当たり純資産額 3,376円06銭 4,006円62銭 

１株当たり当期純利益金額 360.85銭 367.54 

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額 360.60銭 367.45 

 

(注) １．１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりです。 

 
前連結会計年度 

(自  平成25年４月１日 
  至  平成26年３月31日) 

当連結会計年度 
(自  平成26年４月１日 
  至  平成27年３月31日) 

純資産の部の合計額（百万円） 2,823,346 3,341,439 

純資産の部の合計額から控除する金額（百万

円） 
131,855 145,373 

（うち新株予約権） (488) (148)

（うち少数株主持分） (131,367) (145,225)

普通株式に係る期末の純資産額（百万円） 2,691,491 3,196,066 

１株当たり純資産額の算定に用いられた期末

の普通株式の数（千株） 
797,228 797,697 

２．１株当たり当期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のと

おりです。 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 

当連結会計年度 

(平成27年３月31日) 

１株当たり当期純利益金額   

当期純利益（百万円） 287,388 293,099 

普通株主に帰属しない金額（百万円） － － 

普通株式に係る当期純利益（百万円） 287,388 293,099 

普通株式の期中平均株式数（千株） 796,427 797,459 

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額   

普通株式増加数（千株） 540 193 

（うち自己株式取得方式によるストック

オプション）（千株） 
－ － 

（うち新株予約権方式によるストック 

オプション）（千株） 
(540) (193) 

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後

１株当たり当期純利益金額の算定に含まれな

かった潜在株式の概要 

                            －                            －

 

(開示の省略) 

リース取引、関連当事者との取引、税効果会計、金融商品、有価証券、デリバティブ取引、退

職給付、ストック・オプション等、企業結合等、資産除去債務、賃貸等不動産等に関する注記事

項については、決算短信における開示の必要性が大きくないと考えられるため開示を省略してい

ます。 
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(重要な後発事象) 

該当事項はありません。 
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